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研
究
史

国
語
学
史
と
言
語
思
想
史

山　

東　
　

功

一　

上
田
万
年
と
国
語
学
史

　

ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ 

（Georg von der Gabelentz

） 

は
、
一
八
九
一
年
に
著
し
た D

ie Sprachw
issenschaft, ihre 

A
ufgaben, M

ethoden und bisherigen E
rgebnisse 

に
お
い

て
、
日
本
に
お
け
る
言
語
研
究
を
「
日
本
人
と
い
う
の
は
、
独
自

の
精
神
的
創
造
の
ど
ん
な
分
野
に
お
い
て
で
あ
れ
、
言
語
研
究
の

分
野
ほ
ど
輝
か
し
い
成
果
を
示
す
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」（
川
島
淳
夫
訳
『
言
語
学

─
そ
の
課
題
、
方
法
、
及
び
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
』
同
学
社
、
二
〇
〇
九
、
二
三
頁
）
と
評
価
し
た
。
こ
の
こ

と
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
単
な
る
一
言
語
学
者
の
評
価
に
過
ぎ

な
い
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
評
言
が
当
時
の
日
本
人
研
究

者
を
大
い
に
刺
激
し
、
日
本
に
お
け
る
言
語
研
究
の
方
向
性
を
左

右
す
る
ま
で
に
至
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
日
本
人
研
究
者

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
上
田
万
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン

大
学
で
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ
に
師
事
し
た
上
田
は
、
帰
国
後
に
著
し
た

『
国
語
の
た
め
』（
一
八
九
五
、
一
八
九
七
訂
正
再
版
）
所
収
論
文
「
言

語
学
者
と
し
て
の
新
井
白
石
」
の
中
で
、
先
の
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ
の

評
言
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
こ
と
を
日
本
人
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
と
し
て
、
日
本
語
学
の
「
研
窮
の
歴
史
」
を
調
査
す
る
必
要

性
を
力
説
し
た
。「
此
語
学
の
た
め
に
力
を
尽
し
、
此
日
本
語
の

た
め
に
涙
を
そ
ゝ
い
だ
、
わ
れ
の
祖
先
の
事
績
は
、
こ
の
四
千

万
同
胞
の
中
、
だ
れ
が
知
り
て
居
り
ま
せ
う
か
」（
訂
正
再
版
九
二

頁
）
と
、
上
田
は
興
奮
気
味
に
訴
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
一
一
月
一
一
日
に
史
学
会
で
な
さ
れ
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た
講
演
が
元
に
な
っ
た
も
の
だ
が
、
上
田
の
帰
朝
は
同
年
の
六
月

で
あ
る
。
西
洋
言
語
学
の
紹
介
と
新
し
い
「
国
語
学
」
の
構
築
を

目
指
そ
う
と
意
気
揚
々
と
し
て
い
た
中
で
、
い
わ
ば
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
形
で
な
さ
れ
た
講
演
の
一
つ
に
、
言
語
研
究
の
歴
史
に
関
す

る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の

講
演
に
は
新
村
出
が
聴
講
し
て
お
り
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
と
い

う
（
古
田
東
朔
校
訂
『
上
田
万
年 

国
語
学
史

─
附
新
村
出
編
『
上
田
万
年

先
生
年
譜
』』
教
育
出
版
、
一
九
八
四
、
二
七
五
頁
）。
日
清
戦
争
の
端
緒

と
も
言
う
べ
き
豊
島
沖
海
戦
が
起
っ
た
の
が
七
月
二
五
日
で
あ
る

か
ら
、
以
後
の
雰
囲
気
は
推
し
て
知
る
べ
し
と
言
え
よ
う
か
。
上

田
は
、
日
本
に
お
け
る
言
語
研
究
の
歴
史
と
し
て
の
「
国
語
学

史
」
を
極
め
て
重
視
し
、
帰
朝
後
の
九
月
か
ら
す
ぐ
に
、
国
語
学

史
の
講
義
を
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の

講
義
は
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
が
、
そ
の

大
方
の
内
容
は
新
村
筆
録
の
講
義
録
に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
（
古
田
校
訂
前
掲
書
）。

　

と
こ
ろ
で
、
上
田
は
国
語
学
史
の
研
究
に
お
い
て
何
を
訴
え
よ

う
と
し
た
の
か
。
国
語
学
史
講
義
録
の
最
初
の
方
を
見
る
と
「
一

派
少
数
ノ
老
学
者
ハ
、「
国
語
学
」
ト
ハ
和
学
、
国
学
、
皇
学
ニ

均
シ
ト
唱
ヘ
タ
リ
。
コ
ノ
誤
リ
ナ
ル
コ
ト
ハ
誰
モ
知
レ
リ
」（
古

田
校
訂
前
掲
書
、
一
頁
）
と
い
っ
た
文
言
が
現
れ
る
。
こ
の
老
学
者

は
上
田
と
敵
対
し
て
い
た
物
集
高
見
あ
た
り
を
指
す
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
国
語
学
史
の
重
視
と
い
う
な
ら
ば
、
か
の
ガ
ー
ベ
レ
ン

ツ
が
称
賛
し
た
よ
う
な
近
世
国
学
の
言
語
研
究
を
指
す
「
和
学
」

や
「
国
学
」
を
そ
の
ま
ま
「
国
語
学
」
と
し
て
継
承
し
て
し
ま
っ

て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
上
田
は
「
国
語
学
者
た

る
も
の
ゝ
第
一
に
務
む
べ
き
は
、
国
語
に
関
し
て
今
日
ま
で
に
古

人
の
研
究
せ
る
事
を
伝
習
す
る
に
あ
り
」（『
国
語
の
た
め
（
訂
正
再

版
）』
所
収
論
文
「
今
後
の
国
語
学
」）
と
指
摘
し
つ
つ
も
、「
其
の
伝

習
も
従
来
の
学
者
の
如
く
、
一
の
目
的
を
定
め
ず
、
ま
た
何
の
区

劃
を
も
立
つ
る
こ
と
な
く
し
て
、
漫
り
に
古
書
を
繙
く
は
宜
し
か

ら
ず
」（
同
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
田
は
近
世
国
学
の

言
語
研
究
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
、
国
語
学
と
の
相
違
を
指
摘

し
て
い
る
。

我
国
の
語
学
は
全
く
歌
学
よ
り
発
達
せ
る
も
の
に
て
、
弖
爾

乎
波
仮
名
遣
な
ど
作
歌
に
最
必
要
の
部
分
は
夙
く
よ
り
開
け

た
れ
ど
、
語
学
上
の
組
織
上
尤
も
重
要
の
位
置
を
占
む
る
動

詞
、
形
容
詞
の
変
化
等
に
つ
き
て
研
究
ら
し
き
事
の
始
ま
れ

る
は
、
漸
く
徳
川
時
代
に
至
り
て
よ
り
な
れ
ば
、（
中
略
）
其

他
の
事
の
長
く
整
は
ざ
り
し
こ
と
推
し
て
知
る
べ
し
。（
中

略
）
而
も
な
ほ
、
語
学
そ
の
者
の
た
め
に
は
あ
ら
ず
し
て
、

或
は
作
歌
の
た
め
に
し
、
或
は
作
文
の
た
め
に
せ
ん
の
考
な

り
し
が
多
く
、
外
国
人
の
著
書
を
除
き
て
は
、
未
だ
之
を
綜

合
統
一
し
て
、
国
語
学
を
大
成
せ
る
も
の
な
き
に
似
た
り
。
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（『
国
語
の
た
め
』
二
三
六
〜
二
三
七
頁
）

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
果
た
し
て
上
田
は
近
世
国
学
の
言
語
研
究

を
ど
こ
ま
で
評
価
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
少
し
疑
い
の
感
す

ら
も
た
げ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。
よ
く
「
批
判
的
継
承
」
と
い

う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
が
、
上
田
の
批
判
は
急
進
的
に
す
ら
映
っ

て
し
ま
う
。

　

そ
も
そ
も
、
上
田
が
帰
朝
し
た
明
治
二
十
年
代
後
半
は
、
明
治

期
国
学
者
と
も
言
え
る
人
物
が
ま
だ
多
く
活
躍
し
て
い
た
時
代
で

あ
っ
た
。
当
時
の
帝
国
大
学
文
科
大
学
和
文
学
科
の
構
成
員
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
（
一
八
九
三〈
明
治
二
六
〉年
講
座
制
導
入
〜
一
八
九
七

〈
明
治
三
〇
〉年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
）。
ち
な
み
に
上
田
は

博
言
学
科
の
博
言
学
講
座
教
授
で
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年

以
降
、
国
語
学
国
文
学
国
史
第
三
講
座
に
移
っ
て
い
る
。

国
語
学
国
文
学
国
史
第
一
講
座　

栗
田
寛

国
語
学
国
文
学
国
史
第
二
講
座　

星
野
恒
、
本
居
豊
頴
（
〜
一

八
九
五
）、
飯
田
武
郷
（
一
八
九
六
〜
）

国
語
学
国
文
学
国
史
第
三
講
座　

黒
川
真
頼
（
〜
一
八
九
九
）、

小
杉
榲
邨
（
一
八
九
四
〜
）、
黒
川
真
道
（
一
八
九
四
〜
）

国
語
学
国
文
学
国
史
第
四
講
座　

物
集
高
見
（
〜
一
八
九
九
）、

高
津
鍬
三
郎
、
芳
賀
矢
一
（
一
八
九
四
〜
）

　

ま
た
、
上
田
が
後
年
院
長
と
な
る
國
學
院
（
一
八
九
〇〈
明
治
二

三
〉年
設
置
）
に
は
、
市
村
瓚
次
郎
、
西
村
茂
樹
、
飯
田
武
郷
、
萩

野
由
之
、
川
田
剛
、
阪
正
臣
、
高
津
鍬
三
郎
、
畠
山
健
、
内
藤
耻

叟
、
井
上
頼
囶
、
小
中
村
義
象
、
落
合
直
文
、
有
賀
長
雄
、
大
瀬

甚
太
郎
、
佐
藤
寛
、
久
米
幹
文
、
木
村
正
辞
、
黒
川
真
頼
、
三
上

参
次
、
島
田
重
礼
、
小
中
村
清
矩
、
本
居
豊
頴
、
物
集
高
見
、
と

い
っ
た
学
者
が
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
構
成
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
上
田
が
直
接
対
峙

し
て
い
た
の
は
、
近
世
国
学
の
言
語
研
究
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
言
語
研
究
を
継
承
し
た
（
上
田
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
盲
従
に
近
い
か

も
し
れ
な
い
が
）
明
治
期
国
学
者
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
直
近
の
先
輩
・
同
僚
へ
の
批
判
と
言
え
ば
俗
的
な
口
吻
か
も

し
れ
な
い
が
、
上
田
の
目
す
る
と
こ
ろ
は
、
近
世
国
学
の
言
語
研

究
は
、
西
洋
言
語
学
の
導
入
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
「
国
語
学
」

こ
そ
が
正
統
的
に
継
承
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ
の
称
賛
を
、
上

田
が
新
井
白
石
の
研
究
の
中
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
示
唆
的
で

あ
る
。
白
石
の
言
語
研
究
が
正
当
に
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

対
し
て
、
上
田
の
講
演
録
で
は
批
判
的
な
言
辞
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。
国
学
者
が
儒
者
の
白
石
を
評
価
し
な
か
っ
た
の
は
当
然

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
し
た
学
問
や
学
派
へ
の
拘
泥
を
含
め
て
、

正
当
な
評
価
を
行
わ
な
い
「
従
来
の
国
学
者
」
へ
の
批
判
は
、
国

語
学
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
上
田
に
と
っ
て
重
要
な
契
機
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
学
統
を
め
ぐ
る
争
い
に
近
い
も
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の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
こ
で
、「
研
究
史
」
と
い
う
あ
り
方
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

重
要
な
問
題
に
行
き
着
く
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
研

究
史
が
学
の
正
統
性
の
担
保
と
な
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
ま

た
、
国
語
学
史
に
関
し
て
言
え
ば
、
言
語
学
の
受
容
と
国
語
学
の

構
築
に
関
係
し
て
成
立
し
た
学
術
分
野
で
も
あ
る
以
上
、
国
語
学

に
資
す
る
言
語
研
究
こ
そ
が
第
一
義
に
優
先
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の

言
語
研
究
に
対
し
て
は
ど
う
し
て
も
評
価
が
低
く
な
る
傾
向
に
あ

る
。
ま
た
、
学
知
の
範
囲
を
明
確
化
す
る
働
き
も
担
っ
て
い
た
よ

う
で
、
上
田
は
国
語
学
史
の
講
義
に
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
神
代
文

字
論
に
つ
い
て
も
触
れ
、「〔
神
代
文
字
ハ
〕
12
世
紀
、
13
世
紀
時
代

ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
証
拠
物
件
ハ
、original text 
ナ
ク
シ
テ
、
故
意

ニ
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
神
代
文
字
ハ
言
語
ヲ represent 

セ
ズ

シ
テ
、
意
図
的
ニ
成
レ
リ
。
又
「
日
文
」
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
甚
ダ
疑

ハ
シ
」（
古
田
校
訂
前
掲
書
二
〇
六
頁
）
と
、
そ
の
存
在
を
否
定
し
て

い
る
。
こ
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
代
文
字
を
紹
介
し
た
『
日

本
古
代
文
字
考
』（
一
八
八
八〈
明
治
二
一
〉年
刊
行
）
を
著
し
た
落
合

直
澄
の
よ
う
に
、
神
代
文
字
の
存
在
を
信
じ
て
や
ま
な
い
国
学
者

が
ま
だ
存
在
す
る
中
、
科
学
的
な
言
語
研
究
の
進
展
の
た
め
に
は
、

ど
う
し
て
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
今
日
で
は
言
及
す
ら
さ
れ
な
い
研
究
分
野
で
あ
っ
て

も
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

研
究
史
は
、
そ
の
学
知
そ
の
も
の
の
認
識
を
如
実
に
反
映
す
る
も

の
と
し
て
、
い
わ
ば
メ
タ
的
視
点
と
し
て
極
め
て
興
味
深
い
も
の

と
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
メ
タ
的
観
点
か
ら
国
語
学
・
国
史

学
・
民
俗
学
と
い
っ
た
近
代
学
知
へ
の
批
判
を
行
っ
た
研
究
の
一

つ
に
、
子
安
宣
邦
『
近
代
知
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー

─
国
家
と

戦
争
と
知
識
人
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

「
国
語
学
史
」
と
い
う
日
本
に
お
け
る
言
語
研
究
の
歴
史
の
あ
り

方
自
体
を
、
い
わ
ば
メ
タ
的
に
捉
え
る
こ
と
は
、
近
代
学
知
の
本

質
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
先
に
あ
る
対
象
そ
の

も
の
の
あ
り
方
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
、
西
洋
言
語
学
と
言
語
学
史

　

国
語
学
史
が
日
本
に
お
け
る
言
語
研
究
の
歴
史
を
扱
う
よ
う

に
、
言
語
研
究
全
般
の
歴
史
を
扱
う
学
術
的
分
野
は
、
総
体
的
に

「
言
語
学
史
」
と
称
さ
れ
る
。
た
だ
、
一
般
に
は
西
洋
言
語
学
の

歴
史
を
指
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
古
代
イ
ン
ド
や
古
代
中
国
の

言
語
研
究
な
ど
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
言
語
学
史
の
周
辺
領

域
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
範
囲
を
さ
ら

に
限
定
的
に
捉
え
れ
ば
、
一
九
世
紀
に
成
立
し
た
印
欧
語
比
較
歴

史
言
語
学
か
ら
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
以
降
の
構
造
主
義
言
語
学
や
チ
ョ

ム
ス
キ
ー
の
生
成
文
法
、
さ
ら
に
は
認
知
言
語
学
と
い
っ
た
、
現
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代
の
「
言
語
学
」
に
通
じ
る
研
究
以
降
の
流
れ
が
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
確
か
に
、
概
説
書
の
類
で
は
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
以
来
の
言
語
哲
学
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
（
そ

し
て
こ
の
場
合
、
次
い
で
の
よ
う
に
古
代
イ
ン
ド
や
古
代
中
国
に
つ
い
て
も

軽
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
）、
や
は
り
本
格
的
な
記
述
は
近
代
以

降
の
西
洋
言
語
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
語
学
史
が
、
ま
さ
に
現
代

の
「
言
語
学
」
に
至
る
ま
で
の
史
的
展
開
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ

の
正
統
性
の
担
保
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
言
語
学
史
の
研
究
と
は
、
そ
れ
こ
そ
現
代
の
言
語
学
に

通
暁
し
た
者
が
、
専
門
的
見
地
を
ふ
ま
え
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
言
語

学
者
の
余
技
に
す
ら
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る

日
本
語
学
者
は
「
大
学
院
に
進
学
し
た
も
の
の
、「
言
語
学
史
は

言
語
学
で
は
な
い
」
と
い
う
不
文
律
に
ぶ
つ
か
る
」
こ
と
に
な
り
、

「「
言
語
学
史
は
大
家
が
や
る
も
の
」
と
い
う
、
友
人
や
先
輩
の
助

言
を
受
け
、
言
語
学
史
を
封
印
し
、
関
心
を
持
ち
つ
つ
も
あ
え
て

取
り
組
む
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
語
の
研
究
に
方
向
転
換
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
」（
加
藤
重
広
『
日
本
語
修
飾
構
造
の
語
用
論
的
研
究
』

ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
三
、
五
五
一
頁
）
と
自
ら
の
経
験
を
述
べ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
印
欧
語
比
較
歴
史
言
語
学
以
前
の
言
語
研
究
の
中

に
も
、
極
め
て
興
味
深
い
思
索
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
近
代
言
語
学
に
お
い
て
、

研
究
対
象
か
ら
の
除
外
を
宣
言
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
言
語
起
源

論
」
や
、
人
類
に
と
っ
て
の
言
語
の
意
味
と
い
う
根
源
的
な
問

い
か
け
へ
と
通
じ
る
「
普
遍
言
語
」
の
問
題
は
、
そ
れ
こ
そ
現
代

に
お
け
る
「
言
語
学
」
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど

も
、
大
い
な
る
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
語
学
史
の
分
野

に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
自
覚
と
反
省
が
促
さ
れ
、
少
し
古
い
も

の
で
は
ロ
ウ
ビ
ン
ス 

（R. H
. Robins

） 

に
よ
る A

 Short H
istory 

of Linguistics 

（
一
九
六
七
、
中
村
完
・
後
藤
斉
訳
『
言
語
学
史 

第
三

版
』
研
究
社
出
版
、
一
九
九
二
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
し
、
ノ
ウ
ル
ソ

ン 

（Jam
es K

now
lson

） 

の U
niversal Language Schem

es in 
E

ngland and France 1600-1800 

（
一
九
七
五
、
浜
口
稔
訳
『
英

仏
普
遍
言
語
計
画
』
一
九
九
三
、
工
作
舎
）、
エ
ー
コ 

（U
m

berto Eco

） 

の La ricarcadella lingua perfetta nella cultura europea 

（
一
九
九
三
、
上
村
忠
男
・
廣
石
正
和
訳
『
完
全
言
語
の
探
究
』
平
凡
社
、
一

九
九
五
）
と
い
っ
た
、
極
め
て
浩
瀚
な
研
究
書
も
刊
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
言
語
学
史
研
究
と
い
う
よ
り
も
、

思
想
史
的
記
述
に
重
き
を
置
い
た
「
言
語
思
想
史
」
的
研
究
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
日
本
に
お
い
て
も
、
浜
口
稔
『
言
語

機
械
の
普
遍
幻
想
』（
二
〇
一
一
、
ひ
つ
じ
書
房
）
や
互
盛
央
『
言
語

起
源
論
の
系
譜
』（
二
〇
一
四
、
講
談
社
）
の
よ
う
に
、
言
語
思
想

史
的
研
究
の
成
果
を
目
に
す
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
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し
か
し
、
そ
れ
で
も
『
英
仏
普
遍
言
語
計
画
』
の
翻
訳
者
を
し

て
「
欧
米
で
は
相
当
数
の
研
究
者
が
い
る
言
語
研
究
（
思
想
）
史

学
を
専
門
に
身
を
立
て
て
い
る
者
は
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
」（
浜
口
稔
「
と
て
も
じ
れ
っ
た
い
言
語
思
想
史
研
究
」、
高
山
宏
『
ブ

ッ
ク
・
カ
ー
ニ
バ
ル
』
一
九
九
五
、
自
由
国
民
社
、
一
四
〇
頁
）
と
言
わ

し
め
る
よ
う
に
、
言
語
思
想
史
的
研
究
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か

対
象
化
さ
れ
難
い
分
野
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
先
の
言
が

二
〇
年
前
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
状
況
は
現
在
で
も
同

じ
で
あ
る
。
実
際
、
日
本
を
代
表
す
る
言
語
学
の
専
門
学
会
で
あ

る
日
本
言
語
学
会
に
お
い
て
、
言
語
学
史
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、

言
語
学
史
に
関
す
る
論
文
が
学
会
誌
（『
言
語
研
究
』）
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
「
言
語
学
史
は
言
語
学
で
は

な
い
」
と
い
う
不
文
律
に
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら

ば
、
日
本
に
お
い
て
言
語
学
史
研
究
が
独
立
し
た
学
術
分
野
と
し

て
定
置
で
き
る
か
ど
う
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
は
な
は
だ

心
も
と
な
い
状
況
で
あ
る
。
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
は
、
科
学

と
科
学
史
と
い
っ
た
大
き
な
括
り
は
さ
て
お
き
、
経
済
学
と
経
済

学
史
、
社
会
学
と
社
会
学
史
の
よ
う
な
関
係
す
ら
、
言
語
学
と
言

語
学
史
と
は
結
び
き
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
、
先
行
研
究
の
延
長
と
し
て
存
在
す
る
、
す
な
わ
ち
現
在
の
言

語
学
と
の
継
承
関
係
の
あ
る
研
究
と
し
て
の
研
究
史
と
い
う
、
学

知
に
対
す
る
認
識
の
あ
り
方
に
根
本
的
な
要
因
が
あ
る
。
上
田
万

年
以
降
の
言
語
学
受
容
史
を
た
ど
れ
ば
、
言
語
学
そ
の
も
の
へ
の

批
判
的
検
討
や
、
言
語
学
に
お
い
て
扱
い
難
い
分
野
の
受
容
と
そ

の
展
開
な
ど
、
到
底
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
う
し
た
経
緯
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
言
語
学
史
は
言
語
研
究
に
資
す

る
研
究
史
の
展
開
で
あ
り
、
言
語
を
対
象
と
す
る
思
想
史
的
研
究

な
ど
、
言
語
学
と
は
異
な
る
学
術
分
野
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
も

無
理
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
思
想

史
研
究
者
が
言
語
学
を
研
究
対
象
と
し
て
俎
上
に
の
せ
た
際
、
言

語
学
者
の
側
か
ら
は
非
専
門
的
で
あ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
る
と
い

う
事
態
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
例
え
ば
あ
る
言
語
学
者
は
、
近

代
日
本
に
お
け
る
言
語
学
の
受
容
を
扱
っ
た
研
究
に
対
し
て
「
言

語
学
批
判
を
す
る
な
ら
ば
、
徹
底
的
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
言
語
学
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
と
ん

で
も
な
い
生
半
可
な
理
解
を
露
呈
す
る
ハ
メ
に
お
ち
い
る
」
と
し

て
「
こ
ん
な
言
語
学
理
解
に
よ
る
言
語
学
批
判
は
無
益
を
と
お
り

こ
し
て
有
害
で
あ
る
」（
長
田
俊
樹
「
日
本
語
系
統
論
は
な
ぜ
は
や
ら
な

く
な
っ
た
の
か
」、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ボ
ビ
ン
／
長
田
俊
樹
共
編
『
日
本
語

系
統
論
の
現
在
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
、
三
九
九
頁
）

と
ま
で
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
挑
発

に
満
ち
た
言
語
学
批
判
へ
の
再
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

言
語
学
が
西
洋
中
心
主
義
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
、
西
洋
で

流
行
の
理
論
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
批
判
す
る
。
西
洋
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人
た
ち
が
西
洋
で
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
登

場
人
物
を
日
本
人
に
か
え
て
猿
真
似
す
る
こ
と
に
、
ど
れ
ほ

ど
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
ま
た
、
日
本
の
言
語
学
者

は
そ
う
い
っ
た
批
判
を
き
い
て
も
、
自
分
た
ち
へ
の
批
判
だ

と
は
か
ん
じ
な
い
だ
ろ
う
。
言
語
理
論
と
言
語
デ
ー
タ
だ
け

に
専
念
し
て
い
る
言
語
学
者
た
ち
は
、
現
代
思
想
の
潮
流
に

う
と
く
、
そ
こ
で
ど
ん
な
批
判
が
お
こ
ろ
う
と
も
関
心
が
な

い
し
、
そ
の
批
判
が
な
ぜ
お
こ
っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な

い
。
そ
う
し
た
構
図
は
言
語
学
外
部
の
人
た
ち
も
同
様
で
あ

る
。
言
語
学
内
部
に
お
い
て
、
比
較
言
語
学
と
は
か
け
は
な

れ
た
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
認
知
言
語
学
へ
の

関
心
が
む
い
て
い
る
と
き
に
、
比
較
言
語
学
の
批
判
を
し
て

も
、
言
語
学
内
部
の
人
が
え
が
く
言
語
学
像
と
は
す
で
に
ず

れ
が
あ
る
。
ま
し
て
、
言
語
学
を
ま
ち
が
っ
て
理
解
し
た
う

え
で
批
判
を
展
開
し
て
も
、
わ
ら
い
も
の
と
な
る
だ
け
で
あ

る
。
現
代
思
想
の
潮
流
に
う
と
い
こ
と
を
せ
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
言
語
学
の
潮
流
に
う
と
い
こ
と
を
せ
め
ら
れ

る
だ
け
で
あ
る
。（
ボ
ビ
ン
／
長
田
共
編
前
掲
書
、
四
〇
六
〜
四
〇

七
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
言
語
学
の
政
治
性
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
、
言
語
学

の
外
部
か
ら
に
よ
る
舶
来
型
の
批
判
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
さ
え
し
て
お
け
ば
よ
い
。
逆
に
、
一
九
世
紀
以
降
の
言

語
学
を
精
緻
に
検
証
す
る
研
究
が
す
で
に
存
在
し
て
い
れ
ば
、
こ

う
し
た
口
角
泡
を
飛
ば
す
が
ご
と
き
言
辞
を
目
に
す
る
こ
と
も
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
言
語
学
側
か
ら
の
再
批
判
を
生
む

だ
け
の
言
語
学
に
対
す
る
誤
解
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
は

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
属
人
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
「
欧
米
で
は

相
当
数
の
研
究
者
が
い
る
言
語
研
究
（
思
想
）
史
学
を
専
門
に
身

を
立
て
て
い
る
者
」
が
、
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
現
状
も
関

係
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
思
想
史
的
展
開
を
視

野
に
お
い
た
、
い
わ
ば
言
語
思
想
史
的
研
究
と
し
て
の
言
語
学
史

（
す
な
わ
ち
言
語
学
側
の
理
解
と
批
判
に
耐
え
う
る
研
究
史
）
を
志
向
す
る

こ
と
も
、
や
は
り
意
味
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
時
枝
誠
記
と
国
語
学
史

　

そ
れ
で
は
、
言
語
思
想
史
的
研
究
と
し
て
の
言
語
学
史
の
具
体

的
像
を
示
す
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

こ
こ
で
、
冒
頭
に
挙
げ
た
上
田
万
年
の
「
国
語
学
史
」
に
立
ち
返

っ
て
み
る
。
国
語
学
史
は
、
い
わ
ば
国
語
学
の
構
築
に
資
す
る
研

究
の
史
的
展
開
と
し
て
、
あ
る
種
の
枠
に
嵌
っ
た
研
究
分
野
で
あ

る
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
言
語
思

想
史
に
似
た
国
語
学
史
と
い
う
あ
り
方
が
、
改
め
て
存
立
可
能
で

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
明
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確
な
答
を
示
し
て
い
る
の
が
、
時
枝
誠
記
の
国
語
学
史
研
究
で
あ

る
。

　

時
枝
は
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
刊
行
の
『
国
語
学
史
』
に

お
い
て
「
私
は
こ
の
研
究
史
を
、
日
本
思
想
史
の
一
部
と
し
て
書

く
の
で
も
な
け
れ
ば
、
又
日
本
文
化
史
の
一
部
と
し
て
書
く
の
で

は
な
い
」（
は
し
が
き
、
四
頁
）
と
わ
ざ
わ
ざ
断
り
を
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
国
語
学
の
新
体
系
は
、
古
い
国
語
研
究
に
現
れ
た
学
説

理
論
を
克
服
展
開
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
建
設
せ
ら
れ
る
と
信
ず
る
私

に
と
つ
て
は
、
過
去
の
国
語
研
究
史
を
顧
み
る
こ
と
は
、
即
ち

国
語
学
の
一
の
方
法
論
の
実
践
に
他
な
ら
な
い
」（
同
）
と
い
う
、

時
枝
の
自
覚
的
な
態
度
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
「
新
し
い
国

語
学
を
培
ふ
無
尽
の
泉
」
と
し
て
、
日
本
思
想
史
で
も
日
本
文
化

史
で
も
な
い
、
国
語
学
史
が
編
述
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
時
枝
は
卒
業
論
文
以
来
、
国
語
学
史
研
究
を
常
に

意
識
し
続
け
て
い
た
。
例
え
ば
「
本
居
宣
長
及
び
富
士
谷
成
章
の

て
に
を
は
研
究
に
就
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五—

二
、
一
九
二
八
）

に
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
る
。

私
の
考
へ
る
処
で
は
、
研
究
史
は
常
に
研
究
対
象
の
特
質
を

そ
の
中
に
反
影
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
日
本
語
研

究
史
は
、
研
究
者
の
頭
脳
に
現
は
れ
て
来
る
、
日
本
語
に
対

す
る
意
識
の
堆
積
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
つ
て
、
研
究

史
を
明
に
す
る
事
は
、
や
が
て
、
研
究
者
の
意
識
を
明
に
す

る
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
即
ち
、
研
究
対
象
で
あ
る
日
本
語

そ
の
も
の
ゝ
姿
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
あ
る
。
日
本
語
学
史

の
齎
す
一
つ
の
大
き
な
効
果
は
、
実
に
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、

我
々
の
言
語
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
確
実
に
し
、
又
一
方
、

そ
れ
に
よ
つ
て
、
日
本
語
そ
の
も
の
ゝ
姿
を
闡
明
に
す
る
事

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
日
本
語
に
対
す
る
意
識
の
堆
積
」
と
は
、
国
語
学
史

を
国
語
意
識
史
（
変
遷
史
）
と
捉
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
わ

ば
精
神
史
・
思
想
史
的
な
方
法
論
に
よ
っ
て
、
日
本
語
研
究
史
の

記
述
を
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
日
本
に
お
け
る
国

語
意
識
の
歴
史
は
そ
の
観
念
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
伊
藤
益
『
こ
と
ば
と
時
間

─
古
代
日

本
人
の
思
想
』
大
和
書
房
、
一
九
九
〇
、
五
三
頁
）
と
い
う
思
想
史
家
の

言
と
も
共
通
す
る
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
思
想
史
の
分
野
に
お
い

て
こ
そ
親
和
性
を
感
じ
さ
せ
る
態
度
で
も
あ
ろ
う
。
い
く
ら
時
枝

が
「
日
本
思
想
史
」
で
は
な
く
「
国
語
学
」
の
た
め
に
国
語
学
史

を
編
述
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
問
題
設
定
と
方
法
論
に
お
い
て
多

分
に
「
思
想
史
」
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
時
枝
は
学
史
記
述
に
お

い
て
一
方
的
な
価
値
判
断
を
退
け
「
専
ら
学
説
の
歴
史
的
位
置
と
、

そ
の
意
義
と
を
叙
述
す
る
こ
と
に
努
め
た
」（
時
枝
前
掲
書
五
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
極
め
て
穏
当
な
立
場
を
貫
い
て
い
る
。
そ
れ

で
も
幕
末
国
学
の
音
義
言
霊
学
派
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
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記
述
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
諸
説
〔
音
義
言
霊
学
派
：
引
用
者
注
〕
は
、
近
世
末
期
の

国
語
研
究
の
到
達
し
た
言
語
の
本
質
論
乃
至
は
言
語
哲
学
に

関
す
る
思
索
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
若
し
、
到
達
す
べ
き
極
点

に
ま
で
至
つ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
更
に
新
ら
し
い
言
語
に

対
す
る
観
点
が
生
ま
れ
た
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
暇
な
く
し
て

西
洋
言
語
学
が
こ
れ
に
取
つ
て
代
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ

る
。（
同
一
九
二
頁
）

　

時
枝
の
言
う
「
到
達
す
べ
き
極
点
」
や
「
新
ら
し
い
言
語
に
対

す
る
観
点
」
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
も
し
そ
こ
に
、
時
枝

の
考
え
る
新
し
い
国
語
学
の
あ
り
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
言
語
過

程
説
に
対
す
る
見
方
も
少
し
違
っ
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
岩

波
文
庫
版
『
国
語
学
原
論
』
解
説
に
は
「
時
枝
の
言
語
過
程
説

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
言
語
学
に
正
面
か
ら
対
峙
す
る
こ
と
を

強
い
ら
れ
た
者
が
、
魂
の
総
力
を
挙
げ
て
展
開
し
た
こ
の
言
霊
学

で
は
な
か
っ
た
か
」（
前
田
英
樹
解
説
『
国
語
学
原
論
』
岩
波
文
庫
、
二

〇
〇
七
、
三
〇
七
頁
）
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
近
世
国
学
の
言

語
研
究
が
、
現
代
に
継
承
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
、
時
枝
自
身

の
手
で
掬
い
あ
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
「
国
語
学
」
と
し
て
の
学
知
が

定
置
さ
れ
る
、
と
い
う
流
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、

上
田
の
国
語
学
史
研
究
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

表
現
形
態
の
相
違
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
時
枝
は

直
接
「
西
洋
言
語
学
」
と
対
峙
す
る
中
、
そ
の
壁
の
厚
さ
を
常
に

感
じ
取
っ
て
い
た
。
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
近
世
国
学
が

見
出
さ
れ
、
国
語
学
史
研
究
が
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た

方
法
論
的
自
覚
に
対
し
て
も
注
目
し
な
が
ら
、
時
枝
の
国
語
学
史

研
究
を
扱
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
時
枝
学
説

の
理
解
に
関
し
て
は
、
時
枝
学
説
の
目
を
離
れ
た
国
語
学
史
を
一

方
に
置
く
と
い
っ
た
、
一
種
の
相
対
化
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

時
枝
学
説
と
国
語
学
史
研
究
と
の
関
係
は
「
国
語
学
史
的
に
成
立

し
た
国
語
学
」
と
「
国
語
学
的
に
成
立
し
た
国
語
学
史
」
と
い
う

二
側
面
を
追
っ
て
初
め
て
、
全
体
像
が
見
え
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
時
枝
誠
記
の
国
語
学
史
研
究
は
、
多
分
に
日

本
思
想
史
的
な
方
法
論
と
そ
の
自
覚
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
西
洋
言

語
学
へ
の
対
抗
と
し
て
の
時
枝
学
説
（
言
語
過
程
説
）
の
展
開
に
と

っ
て
意
味
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
こ
で
、
再
び
日
本

に
お
け
る
言
語
思
想
史
（
と
、
そ
の
研
究
史
で
あ
る
国
語
学
史
）
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
が
、
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

四
、
言
語
思
想
史
の
意
味
─
お
わ
り
に
か
え
て

　

言
語
の
本
質
や
意
味
を
問
う
学
知
と
し
て
「
言
語
学
」
が
存
在
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し
、
日
本
語
と
い
う
一
個
別
言
語
（
そ
の
仮
構
的
な
範
囲
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は
不
問
と
す
る
）
の
場
合
、「
国
語
学
（
日
本
語
学
）」
が
そ
れ

を
担
う
、
と
い
う
の
は
、
近
代
以
降
に
お
け
る
一
種
の
大
前
提
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
前
提
に
従
え
ば
、
近
代
学
知
か
ら
横
溢
す

る
言
語
観
や
そ
の
営
為
は
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、

近
代
以
前
の
言
語
観
や
そ
の
営
為
に
つ
い
て
も
、
前
提
た
る
言
語

学
や
国
語
学
（
日
本
語
学
）
と
の
継
承
性
の
観
点
か
ら
取
り
扱
わ

れ
、
そ
の
意
味
が
抽
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
、
継
承

性
の
範
疇
か
ら
外
れ
た
も
の
は
、「
学
史
」
の
名
に
お
い
て
扱
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
、
そ
れ
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
ど
う
し
て
も
言
語
思
想
史
的
観
点
を
導
入
し
た
学
史
と
い
う

も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
時
枝
の
例
を
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
、
言
語
学
や
国
語
学
（
日
本
語
学
）
を
相
対
化
さ
せ
る
に
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
言
わ
ば
研
究
分
野
と
し
て
の

国
語
学
史
、
言
語
学
史
の
限
界
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
限
界
は
価

値
判
断
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
近
代
学
知
自
身
の
も
つ
必
然
で

あ
る
。
そ
の
限
界
こ
そ
、
学
知
を
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
も
な
る
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
限
界
か
ら
の
開
放
と
し
て
、
言
語
思
想
史
研
究

を
位
置
付
け
て
み
れ
ば
、
新
た
な
意
義
が
見
出
せ
る
こ
と
に
も
な

る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
近
世
国
学
の
言
語
研
究
を
扱
う
場
合
、
そ

の
領
域
は
国
語
学
史
、
国
文
学
史
（
近
世
歌
学
、
国
学
研
究
）
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
こ
と
言
語
観
に
つ
い
て
の
検
討
に
至
っ
て
は
、

そ
れ
こ
そ
村
岡
典
嗣
以
来
、
日
本
思
想
史
研
究
が
担
っ
て
き
た
と

言
っ
て
も
よ
い
。
本
居
宣
長
の
言
語
観
を
本
格
的
に
扱
っ
た
研
究

（
菅
野
覚
明
『
本
居
宣
長

─
言
葉
と
雅
び
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
一
、
二

〇
〇
一
改
訂
版
や
、
友
常
勉
『
始
原
と
反
復

─
本
居
宣
長
に
お
け
る
言
葉

と
い
う
問
題
』
三
元
社
、
二
〇
〇
七
、
近
い
と
こ
ろ
で
は
樋
口
達
郎
『
国
学

の
「
日
本
」

─
そ
の
自
国
意
識
と
自
国
語
意
識
』
北
樹
出
版
、
二
〇
一
五

な
ど
）、
さ
ら
に
は
近
代
学
知
と
し
て
の
国
語
学
、
言
語
学
の
意

味
を
捉
え
直
し
た
研
究
（
長
志
珠
絵
『
近
代
日
本
と
国
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
な
ど
。
た
だ
こ
の
場
合
、
歴
史
社
会
学
的

研
究
の
方
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
が
）
は
、
言
語
思
想
史
研
究
の
成

果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
と
国
語
学
史
（
言
語
学
史
）
研
究
と

が
、
そ
れ
こ
そ
書
生
論
的
な
物
言
い
で
は
あ
る
が
、
談
論
風
発
を

続
け
て
い
け
ば
、
ま
た
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
国
語
学
史
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
実
証
性
に
欠
け
た

抽
象
論
と
捉
え
ら
れ
、
言
語
思
想
史
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
何
の
た

め
の
研
究
か
す
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
枝
葉
末
節
の
議
論
に
映
る
と

い
う
、
互
い
の
研
究
に
対
す
る
評
価
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
歩

み
寄
り
が
可
能
か
。
拙
稿
は
、
そ
の
鵺
的
な
態
度
か
ら
中
途
半
端

さ
を
拭
い
き
れ
な
い
筆
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
自
覚
と
反
省
の

弁
で
あ
っ
た
。
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47　［研究史］国語学史と言語思想史
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＊
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

（
大
阪
府
立
大
学
教
授
）
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